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74.硫黄
い お う

島
と う

 Ioto          常時観測火山 

北緯24°45′02″ 東経141°17′21″ 標高170m (摺鉢山)(測定点) 

  
 
 

 

 
硫黄島全景 南西側上空から 2008 年 7 月 29 日 気象庁撮影 

 

概要 

別名中硫黄島。北東-南西方向 8.5km、幅 4.5kmの島。島の中北部(元山)は台地状で標高 115m。

南端に急傾斜の火砕丘摺鉢山(標高 170m)があり、元山と摺鉢山とは未固結礫層の低い台地

(千鳥ヶ原、標高 70m 以下)でつながる。島は基底の直径 40km、比高 2000m の大型の海底火山

の山頂部にあり、直径約 10km のカルデラを埋積した後カルデラ火山の山頂部である。元山は

浅海底に流出・堆積した溶岩・火砕岩が隆起・陸化した部分、摺鉢山は陸上火山の溶岩と火

砕丘。岩石は福徳岡ノ場とともに伊豆諸島では特異な粗面安山岩。構成岩石の SiO2 量は 54.6

～60.5 wt.% である。 

島内は全体に地温が高く、多くの噴気地帯、噴気孔がある。2012 年 2 月から 5 月にかけて

旧火口（通称ミリオンダラーホール）のごく小規模な水蒸気爆発など、島内各所で小規模の

水蒸気爆発を起こす。島の隆起を示す海岸段丘や断層崖があり、異常な速さで隆起が続いて

いる。 

2007（平成 19）年に「硫黄島」の呼称が「いおうとう」に変更された。 
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写真 

  

摺鉢山 南西側上空から 

2006 年 11 月 28 日 気象庁撮影 

井戸ヶ浜の水蒸気爆発 北西側から 

2001 年 10 月 19 日 気象庁撮影 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
硫黄島 旧火口（ミリオンダラーホール）の 

泥噴出の状況 

 

2012 年 3 月 7 日 13 時 34 分 南西上空高度 500m

から撮影（赤破線:泥飛散範囲，赤丸:噴出口Ａ） 

主な噴出口は南北方向に配列しており，北西方向

に泥が約 100ｍ飛散していた． 

上空から撮影した旧火口（ミリオンダラーホール）周辺の状況（2012 年 3 月 7 日 13 時 34 分 気象庁撮影） 
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火口周辺図（火口分布図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 74-1 硫黄島 過去に噴火等が確認された地点(鵜川・他, 2002 の図に以下の事象を追記) 

・阿蘇台陥没孔で発生した水蒸気爆発等（2004 年、2007 年）. 

・旧噴火口（通称：ミリオンダラーホール）で発生したごく小規模な水蒸気爆発 

（2012 年 2 月上旬、3 月 7 日、4 月 5～6 日、7 月 9 日、12 月 1 日）. 

・北東沖の変色水域（2012 年 4 月 29 日～30 日） 

・為八海岸で崖が一部崩落（2012 年 4 月 27 日～5 月 3 日の間）. 
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地形図 

図 74-2 硫黄島の地形図.  

国土地理院発行の 5 万分の 1 地形図(火山列島)及び数値地図 50m メッシュ(標高) 
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図 74-3 硫黄島周辺の海底地形図 (海上保安庁, 1992). 
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噴火活動史 

・過去１万年間の噴火活動 

硫黄島北部、北の鼻海岸付近の火砕岩中から得た炭化木片の年代値より元山の火砕岩堆積

年代が 2900～2800 年前であることがわかっている(大八木・井口, 1985)。 

噴火年代 噴火場所 噴火様式 主な現象・マグマ噴出量 

2.9←→2.8ka9 元山 マグマ噴火 3,4,8,9 溶岩流→火砕物。 

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、(独)産業技術総合研究所の活火山データベー

ス(工藤・星住, 2006-)を参考とした。なお、年代は暦年代で示す。表中の「ka」は「1000 年前」を意

味し、西暦 2000 年を 0 ka として示した。 

  A←→B：A 年から B 年までの間のどこかで起こった噴火イベント 

 

・有史以降の火山活動(▲は噴火年を示す) 
年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲1889(明治 22)年

または 1890(明治

23)年 1,12 

水蒸気噴火 1,12 噴火場所は千鳥ヶ穴 1,12。長径 50m の火口形成。 

▲1922(大正 11)年
2,7,12 

水蒸気噴火 7,12 7 月。噴火場所は西海岸旧噴火口(ミリオンダラーホール？)12。 

▲1935(昭和 10)年
7,12 

水蒸気噴火 7,12 噴火場所は千鳥ヶ原滑走路の南西端付近 12。 

▲1944(昭和 19)年
12 

水蒸気噴火 12 12 月。噴火場所は北の鼻のマッドピット？ 12 

▲1957(昭和 32)年
6,7,12 

ごく小規模：水

蒸気噴火 6,7,12 

3 月 28 日。噴火場所は千鳥ヶ原滑走路の南西端付近 6,7,12。火口の

直径 100m、噴出物約 100m の範囲。(VEI0)6 

▲1967(昭和 42)年
7,12 

小規模：水蒸気

噴火 7,12 

12 月 23 日。噴火場所はミリオンダラーホール 7,12。火口の直径 30

～40m のもの 2 ヶ所。噴出物 100m×200m の範囲。(VEI1)14  

▲1968(昭和 43)年
7,12 

水蒸気噴火 7,12 

 

6 月 20 日。噴火場所は元山噴気孔 7,12。泥水噴出。 

▲1969(昭和 44)年
12 

水蒸気噴火 12 1 月 12 日。噴火場所はミリオンダラーホール 12。1 月 8～12 日噴気、

西海岸ミリオンダラーホールの北側から噴気、付近の地割れ。 

▲1969(昭和 44)年
12,19 

水蒸気噴火 12,19 11 月または 12 月。噴火場所は金剛岩 12,19。 

▲1975(昭和 50)年
12,20 

泥噴出 12,20 11 月。北ノ鼻マッドピットで泥噴出 12。 

12 月 24 日～翌年 1 月 14 日 20。阿蘇台陥没孔で熱泥水噴出 12,20。 

▲1978(昭和 53)年
12,19 

水蒸気噴火 12,19 12 月 11 日。噴火場所は阿蘇台陥没孔 12,19。 

▲1980(昭和 55)年
12,19 

水蒸気噴火 12,19 3 月 13 日。噴火場所は北の鼻泥噴地 19。 

▲1982(昭和 57)年
10,12 

水蒸気噴火 10,12 3 月 9、10 日。火砕物降下。噴火場所は井戸ヶ浜(硫黄島北西岸)10,12。 

11 月 28、29 日頃。火砕物降下。噴火場所は阿蘇台陥没孔 12。 

 海水変色 12 12 月頃。噴火場所は翁浜沖合約 500m 付近 12。 

南海岸沖合約 500m 付近にエメラルド色の変色水。 

▲1993(平成 5)年
13 

海底噴火？ 13 10 月。千鳥ヶ原(通称：沈船海岸)で高温域の発生 13。 

11 月 15、16 日、噴火（場所は馬の背岩と箱庭浜の間の海中） 13。

11 月 15 日に砂混じりの湧出現象(海面の盛り上がりはない)、11 月

16 日には沖合約 2km まで黄緑色の変色域の広がりを観測。 

▲1994(平成 6)年
16 

水蒸気噴火 16 8 月 22 日。噴火場所は離岩温泉跡 16。 

▲1999(平成 11)年
15,19 

水蒸気噴火 15,19 9 月 10 日。噴火場所は阿蘇台陥没孔 15,19。 

▲2001(平成 13)年
16,17 

水蒸気噴火 16,17 9 月 21～22 日。火砕物降下、(漂着軽石)。噴火場所は硫黄島の南

東沖約 200m 地点 16,17。 

▲2001(平成 13)年
16,17,19 

水蒸気噴火 16,17 10 月 19～23 日。火砕物降下。噴火場所は井戸ヶ浜(硫黄島北西

岸)16,17。 

▲2004(平成 16)年
18,19 

水蒸気噴火 18,19 6 月 6、8 日。火砕物降下？ 噴火場所は阿蘇台陥没孔 18,19。 
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年代 現象 活動経過・被害状況等 

2007(平成 19)

年 12 月 19、20

日 

泥噴出 12 月 19 日から 20 日にかけての夜間に、阿蘇台陥没孔で熱泥水

噴出。 

▲2012(平成 24)

年 

ごく小規模：水

蒸気噴火、噴気

異常、海面変色

（海底噴火？） 

2 月上旬、ミリオンダラーホールで、噴出口から南東方向に最大

100ｍ程度の距離まで泥噴出。 

3 月 7 日 08 時 20 分頃に泥噴出。 

4 月 5 日午後～6 日午後、間欠的な音の発生とガス噴出。 

4 月 27 日～28 日に地震活動が活発化、島全体の隆起。28 日以降、

地震活動はやや低下傾向、島内の地殻変動も沈降に転じる。29 日

以降は火山性微動が断続的に発生。その後、地震活動や火山性微動

の発生は低調となる。 

29 日から 30 日にかけて島の北東沖で変色水域が確認され、同海

域で海底噴火が発生した可能性がある。為八海岸の崖の一部の新し

い崩落箇所からごく少量の噴気。崩落場所の海岸付近～北の鼻の沿

岸で、高温域の分布。同海岸の沖数 100ｍ付近の海面に変色水が湧

昇。北ノ鼻付近から為八海岸付近に薄緑色の変色水を視認。離岸温

泉跡で湯だまり。 

7 月 9 日 12 時 15 分頃、白色の噴煙(約 15ｍ)を確認。その後旧噴

火口の周囲数 10ｍに泥が飛散した痕跡が確認された。 

8 月上旬の調査によれは、井戸ヶ浜では 2001 年噴火口跡の不明

瞭化、海岸線の形状変化等の地形変化が認められ、摺鉢山では、こ

れまでより広範囲で噴気が観測された。 

9 月 7 日 17 時頃、島西海岸の沈船群付近で直径約 10ｍの陥没孔

を確認。陥没孔の中は乳白色の湯だまりとなっており、水面までの

深さは約 40cm～２ｍ(９月 15 日には当該陥没孔は波による砂で埋

まり、湯だまりも消失)。 

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、(独)産業技術総合研究所の活火山データベー

ス(工藤・星住, 2006-)を参考に、文献の追記を行った。 
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過去の噴火における先駆現象等  
顕著な地震活動と隆起が継続的に見られ、そのような活動の中、水蒸気噴火が見られるこ

とがある。 

 

 

近年の火山活動 

 
図 74-4 硫黄島の地震活動 (2010 年 5 月 1 日～2011 年 5 月 9 日)(防災科学技術研究所, 2011). 
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図 74-5 硫黄島の GPS 解析結果 (国土地理院, 2012). 

元山付近を中心とする顕著な隆起の地殻変動が繰り返されている. 
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図 74-6 硫黄島で推定された、地殻変動の準上下成分と準東西成分の時間変化 (防災科学技術研究所, 

2010). 準上下成分は垂直から南に 8°傾いた方向の変位成分, 準東西成分は東方向から 0.4°北に

傾いた成分. 2006 年末以降島全体の隆起を示す地殻変動が観測されたが, 時間と共に鈍化した. 

2007 年 12 月頃から再び隆起した. また, 西海岸が西進する地殻変動も同様に隆起や沈降を繰り返

している. 

 

 

 図 74-7 硫黄島日別地震回数 (2001 年 10 月 1 日～2012 年 5 月 31 日) (防災科学技術研究所, 2012). 
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▲：噴火 

▲：噴火等が推定される事

図 74-8※ 硫黄島 火山活動経過図（2011 年 3 月 8 日～2012 年 6 月 30 日） 
 
◆ 震動観測：2011 年 3 月 8 日運用開始 

【計数基準】・2012 年 1 月 1 日以降：千鳥あるいは（防）天山で 30μm/s 以上、S-P 時間 2.0 秒以内 

・2011 年 3 月 8 日～12 月 31 日：千鳥 30μm/s 以上、S-P 時間 2.0 秒以内、あるいは 

    （防）天山 20μm/s 以上、S-P 時間 2.0 秒以内 ※（防）：独立行政法人防災科学技術研究所 

    ①②③：日別地震回数 ④：火山性微動の最大振幅と継続時間  

⑤⑥⑦：調和型・単色型震動の回数、及び最大振幅と継続時間 

＊継続時間が 12 分を超えるものを図中に記述した 

４月 27 日 449 回  
４月 28 日 119 回  

４月 30 日 67 回  

４月 27 日 125 回  
４月 28 日 52 回  

５月１日 53 回 

５月２日 62 回  

10 月 23 日 54 回  

４月 27 日 103 回  

４月 29 日 =継続時間 約 28 分  

 
４月 29 日 =継続時間 約２時間 14 分  
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図 74-9 遠地誘発現象が認められた地震の記象例 (鵜川・他, 2002). 

硫黄島では,遠地地震の地震波到着に同期して,硫黄島周辺の微小地震活動が活発化する現象

が時折みられており，遠地地震の表面波によって地震が誘発されたことを示す． 

a)：日本海中部地震（M7.7），b)：九州南東沖の地震（M7.1），c)：北海道南西沖の地震（M7.8）， 

d)：マリアナ諸島の地震（Ms8.0）． 

 

 

地下構造 

 

図 74-10 硫黄島カルデラ構造を示す模式図 (Ukawa et al., 2006 を和訳). 
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防災に関する情報 

①主な火山情報の発表状況 

（1965年1月1日の情報発表業務開始以降2007年11月30日まで） 

情報の種類 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 

火山情報（臨時） － － － － － － － － － － － － 

 

情報の種類 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 

火山活動情報※1  － － － － － － － － － － － 

臨時火山情報※1 － － － － － － － － － － － － 

 

情報の種類 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 

緊急火山情報※2 － － － － － － － － － － － － 

臨時火山情報 － － － － － － － － － － － － 

火山観測情報※2     － － － － － － － － 

 

情報の種類 01 02 03 04 05 06 07 

緊急火山情報 － － － － － － － 

臨時火山情報 － － － － － － － 

火山観測情報 2 － － － － － － 

※1 昭和 53（1978）年 12 月 20 日、火山活動情報、臨時火山情報、定期火山情報の 3 種類の火山情報の発

表業務を開始。従来は火山情報（定期または臨時）を発表。 

※2 平成 5（1993）年５月 11 日、火山活動情報を緊急火山情報と改正。火山観測情報を新設。 

※ 平成 14（2002）年３月、常時観測火山だけで定期的に発表していた定期火山情報は廃止し、火山活動

解説資料に発展解消。 

※火山活動情報の発表はなし。 

 

②噴火警報等の発表状況 

（2007 年 12 月 1 日の噴火警報及び噴火予報の運用開始以降 2012 年 12 月 31 日現在まで） 

・噴火警報・予報 

年月日 警報・予報 内容 

2007（平成

19）年 12 月 1

日 10:01 

噴火警報（火口周辺）※1 従来から小規模な噴火が見られていた領域では警戒が必

要。沿岸での小規模な海底噴火にも注意が必要。 

※1 噴火警報及び噴火予報の発表開始に伴う発表 

 

・火山現象に関する海上警報 

 

・火山の状況に関する解説情報の発表状況 

 

 

 

 

関係する主な気象官署 
機関・部署名 所在地 電話番号 

東京火山監視・情報センター （気象庁本庁）東京都千代田区大手町 1-3-4 03-3212-8341 

東京管区気象台総務部業務課 東京都千代田区大手町 1-3-4 03-3212-2949 

年月日 内容 

2012（平成 24）年 4 月 29 日 噴火が発生するおそれ 周辺海域警戒 

情報名 07 08 09 10 11 12 

火山の状況に関

する解説情報 

－ － － － － 3 
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気象庁および大学等関係機関の観測網 

※ 同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 

 
国土地理院発行の 5 万分の 1 地形図 (火山列島 ) 

(気象庁) (国土地理院) (防災科学技術研究所)

地震計 (短周期) GPS 地震計 (短周期)

空振計 地震計(広帯域)

遠望カメラ GPS

凡　　　　　　例

 
図 74-11 観測点位置図． 
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